
ケ ンサ キイカの食性か らみ た生態 について*・
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ケ ンサ キイ カの生 態 に つい ての 研 究 は これ ま で に数 多 くの報 告1)2)3)4)5)が あ るが,そ の

ほ とん どは漁場 学 的,ま た 生 態学 的 な分 野 の もので あ り,食 性 に関 す る研 究 は きわ め て少 な く未 成

体期t・"成体期 の もの に つ いて2,3あ る にす ぎな い。

筆者 はケ ンサキ イ カの稚 仔 期 ～成 体 期 ま での 胃内容 物 を観 察 し,成 長段 階,採 集 時 間,季 節,漁 場

な どに よって食 性が どの よ うに変 化 す るの か を検 討 し,1～2の 知 見 を得 たの で 報 告す る。

材 料 と 方 法

材料 は1978～1979年 の4～12月 に わた って浜 田沿 岸 の距 岸1～13浬 の海 域 で一 本釣(夜

間)と 板 曳網(昼 間)に よって採 集 した もの で ある(図1)。 板 曳 網(網 口巾 約6m,網 口高 さ

約3m)は1地 点 に っ き曳 網速 度2ノ ッ ト前後 で15分 曳(距 離約1,000m)と し袋 網 に は小 型 魚 を

採集す るた めモ ジ網 をと りつ けた(図2)。 曳網 水深 は20～140mで 水深20m毎 に調 査 地点 を

計7点 設置 し,原 則 と して月1回 採 集 した。

一本釣 は53年7月 に2回19時e-04時 に

わた って擬 餌針 を1～2個 付 け た釣 具 で5…

6人 が釣獲 した もの で あ る。

板曳網の採集物は船上で,一 本釣のものに『

ついては釣獲後直ちに氷詰めにし実験室に持

ち帰った後,胃 袋のみ約10%の 海水及び清

水ホ ルマ リンで 固定 した。

査定は実体顕微鏡により出現した種類を魚

類,甲 殻類,軟 体類,不 明の4項 目に大別し

併せて外套長も測定した。 図1.調 査 海 域

結 果 お よ び 考 察

ユ)胃 内容物 の出現状況

一本 釣 と板 曳網 で採 集 され た ケ ンサ キ イ カ の調査 結 果 を表1に 示 す
。 その 調査 個 体数 は一 本 釣

によるもの1,103個 体,板 曳網 によ る もの1,644個 体 の計2,747個 体で ある。

*ケ ソサ キイ カ と ブ トイ カの 分類 に は象 説 が あ り両者 の 同 足 に も技 術 上問 題 が あ るの で,こ ご

こでは ブ トイ カ も含 め た。



胃 内容 物 は鋭 い 口器 で細 か くかみ

砕 か れ てい て査 定 が 困 難 で あ ったが.

その断 片 か ら魚類 は 沿 岸一 帯 に多 く

出現 す る小 型 魚類,軟 体類 は ケ ンサ

キイ カ ・ス ル メイ カの幼 生,甲 殻 類

は大型 プ ラ ン ク トソや カニ類 と判断

され た。1)な お単 一 種 を食 餌 してい

る場 合 が多 く数 種 類 を混食 し ていた

個 体 は僅 か で あ った 。

胃内容物の出現状況をみると一本

釣で得た魚体のものには魚類が全体

の約80%に ついて認められた。板

曳網で得 られた魚体には甲殻類が全

体の80～90%を 占めている。

採 集 魚法 に よ り出現 種 類 が大 き く

異 な って い るが,こ れ は一 本釣(夜

間)と 板 曳網(昼 間)の 漁 具 に よ る

相違,ま た は昼 夜間 の操 業 時間 の 相

違 に よ る こ とよ りも,両 者 の 漁具 に

よる採 捕 魚 体の 大 き さにi基因す る も

の と推 察 され る。 す な わ ち 図3の

とお り板 曳網 に よ る ケ ンサ キ イ カの

外 套 長 のモ ニ ドは10〃2〃z,一 本 釣

は150mmと 大 き く異 な っ てお る

こ とか ら,成 長段 階 にお け る食 性 の

相違 と考 え るの が妥 当で あ ろ う。

図2.漁 具 構 成

表1一 本釣と板曳網による胃内容物調査結果



図5.・ 外 套 長 組 成

2)体 長と餌組成

成長に伴なう胃内容物の変化と摂餌割合を示したのが図4で ある。

図4.成 長に伴なう餌組成と摂餌割合

これ をみる と外套長70mm位 まで 甲殻 類 捕 食個 体 が多 く,特 に50㎜ まで は 内容物 の90%

以上 を占め てい る。 外套 長70mm位 に なる と食 性 の移 行 が顕 著 にみ られ,80㎜ 以上 に なる

と甲殻類 か ら魚類捕 食 に大 半 変 わ る よ うに な る。200㎜ 以 上 では 甲殻 類 捕食 個 体 は全 く認 め

られず軟 体類 が魚類 に次い で み られ る。 ま た成 長段 階 別 に空 胃個 体の 出現 割 合 をみ る と(図4),

外套長30～40mmの もの が 最 も低 く20～30%を 示 す が,そ れ 以降 は 成長 につれて高 くな り

70～80mmの もの で は80%台 と最 高 とな ってい る。 しか し外 套 長90…100㎜ 程 度 か ら

また低下傾 向がみ られ130mm以 降 は40～50%の 割 合 で推 移 してい る。

このように空胃個体の出現割合が最も高い点と前述の食性移行点の外套長とがほぼ一致することは



外套長70～80mmに おいて摂餌器官や遊泳生態に顕著な変化があり,そ れにしたがって対象と

する餌生物も甲殻類から魚類へと移るが,遊 泳力が小さく摂餌行動が順調に行なわれていないため

高くなることが想像される。また「釣」で釣獲した最小型は 図3の とお り外套長80mm位 の

ものであった.釣 で漁獲された成魚,未 成魚の餌内容は西海区水産研究所ほか1)の調査結果と一致

して 魚類,軟 体 類 が主 で あ った 。

3)環 境 と摂餌状態

夜間,漁 場で釣獲 された魚体の摂餌状態を19時 から翌日の04時 までについて示したのが図5

で あ る。rこ れ に よ る と,摂 餌 個 体 の 出現 は釣 獲 開 始後 経時 的 に高 くな って お り,1)23時 か ら03

時には釣獲尾数の6～7割 を占め,そ のほとんどが魚類を捕食していた。 この傾向に伴って空胃個

体が減少していることからケンサキイカの摂餌行動は夜半から明け方に活発化するようである。

図5.未 成体期以上(13～18α 粒)の 釣獲時間と摂餌状態

次 に板 曳網 で 採 集 した 魚 体(10～80m/m)の 摂 餌 状 況 を季 節 別,漁 場 別 にみ た のが 図6・7

で あ る。 漁場 は 水深40～140mに わ た って調 査 した の で あるが,周 年 に わた り水深 にか かわ り

な く甲殻類 が主 体 で あ るこ とが わ か る。 した が って空 胃個 体の 出 現 率 は年 に よ り餌生 物 の 多寡 に よ

り左 右 され てい る と考 え られ る。

図6・ 若令期～未成体期の摂餌状態と季節変化



図7.若 令期～未成体期の摂餌状態と漁場水深

要 約

島根県沿岸域において一本釣,板 曳網で漁獲されるケンサキイカの外套長の食性を検討 した。

1)若 令期の魚体は甲殻類を主として捕食し未成体期以上は魚類を主としているが,.外套長70～

80mmか ら食性 が 変 る。

2)一 本 釣 で釣 獲 され る魚体 の 外套 長 は80〃z〃1か らで食 性 の変 る時 点 に一 致 した 。

3)食 性の変動期には空胃個体の出現率が最も高かった。それは遊泳生態の変化に伴なう捕食行為

が順調に行なわれないことに起因する。

この報告をまとめるにあた り論文を校閲しご教示 くださった島根県水産試験場長児島俊平博士に

対して厚くお礼申し上げる。`'
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